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１ 福島県民の健康課題
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出典：第三次健康ふくしま２１計画＜概要版＞

「食」に関する指標
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各地域の主な健康課題（県北）

・県全体と比較
すると運動週間
や食生活習慣に
関するリスク該
当者が多い。

・メタボリック
シンドロームや
生活習慣病予防
のための運動週
間の定着や、食
生活改善に関す
る取組を推進す
る必要がある。

出典：第三次健康ふくしま２１計画
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各地域の主な健康課題（県中）

・特定健診結果におい
ては男女とも食行動の
リスク要因をもつ者の
割合が多い。

・女性では飲酒量が一
定以上（日本酒で１合
以上）と回答した者の
割合が高い。

出典：第三次健康ふくしま２１計画
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各地域の主な健康課題（県南）

・BMI25以上の者は、
男性が県と同様、女性
が多い状況であること
から、適正体重を維持
するための取組を進め
る必要がある。

・血圧が基準値以上で
ある者が多いため、血
圧の適切にコントロー
ルする重要性の啓発や、
重症化予防に向けた生
活習慣改善の取組を推
進する必要がある。

出典：第三次健康ふくしま２１計画
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各地域の主な健康課題（会津）

・メタボリックシンド
ローム、血圧高値、食
生活及び飲酒に関する
リスク項目の該当者が
男女とも高い状況にあ
るため、食生活の改善
や適正飲酒に向けた取
組を進める必要がある。

出典：第三次健康ふくしま２１計画
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各地域の主な健康課題（南会津）

・BMIや血圧に関
するリスク項目、
またメタボリッ
クシンドローム
予備群該当者が
男女ともに有意
に高い状況。

・脳血管疾患や
心疾患等の予防
のため、減塩を
はじめとする食
生活の改善が求
められる。

出典：第三次健康ふくしま２１計画
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各地域の主な健康課題（相双）

・男女とも、メタボリッ
クシンドローム該当者が
多く、食生活や飲酒量、
運動習慣に関するリスク
項目の該当者が多いこと
から、食習慣や運動習慣
の改善に関する取組を進
め、メタボリックシンド
ロームの解消を図る必要
がある。

出典：第三次健康ふくしま２１計画
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各地域の主な健康課題（いわき）

・心筋梗塞、脳梗塞、糖
尿病に対する人工透析に
ついて、男女とも入院・
外来どちらも有意に高く、
全て県内７地域において
最も高い出現比となって
いる。

・食生活に関するリスク
項目は男女とも有意に高
い状況にあるため、主に
食生活の改善に向けた取
組を進める必要がある。

出典：第三次健康ふくしま２１計画



２ 事業の背景
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国の動き 県の計画 食の取組 成果・課題等

厚生労働省「健康的で持続可能な食環境
づくりのための戦略的イニシアチブ」

健康日本２１（第三次）
➤指標
「健康的で持続可能な食環境づくりのた
めの戦略的イニシアチブ」に登録されて
いる都道府県数

※行政説明２にて説明

福島県総合計画
➤具体的に解決を進めるべき本県の現状
と課題３つのうち「人口減少対策」

第三次健康ふくしま２１計画
➤重点的に改善を図るべき健康課題
「肥満・食塩・喫煙」

○バランスの良い食事＋減塩
啓発を中心とした取組
→（課題）成果・評価が難しい

○県民の食行動調査(減塩に対する行動)
→食べ過ぎ、濃い味好みといった
食行動の課題を把握

○スーパーとの食環境づくりの検証
→（成果）マイナスの影響は少なく、
自然に健康になれる環境づくりの
手法として有効な可能性あり

企業・市町村・関係団体等とのネットワークを強化し、
さらなる連携を図りながら、自然に健康になれる食環境整備に取り組む

都道府県にも同様の
取組が求められている

★協力者★
福島県食育応援企業団
知事との対談やセミナー等で
健康的な食環境整備を推進する

コンセンサスを得た
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第三次健康ふくしま２１計画がスタート！

出典：第三次健康ふくしま２１計画＜概要版＞

計画期間

R6～R17（12年間）

県の計画
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第三次健康ふくしま２１計画 栄養・食生活に関する目標

出典：第三次健康ふくしま２１計画

県の計画



福島県民の食行動
働き盛り（６０歳未満）で肥満の人の特徴

１ 望ましくない食習慣

①食べる速さがはやい②満腹になるまで食べる

③野菜を食べる頻度が少ない④料理をしていない

２ 減塩に対する行動

①ラーメンや麺類の汁を全部飲む

②味がついている料理に、さらに醤油やソース、

塩などをかけて食べる

③濃い味付けのものを好んで食べる
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第三次健康ふくしま２１計画 重点スローガン

みんなでチャレンジ！減塩・禁煙・脱肥満

「令和４年度福島県食行動実態把握調査集計・分析結果」より

課題

○食べすぎ

○野菜の摂取不足

○食塩の過剰摂取

県の計画



３ 事業の実施内容
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事業の概要 健康長寿の実現に向け、働き盛り世代の県民

の食塩摂取量の実態を把握するとともに、県民の塩分の過剰摂

取の改善につながる普及啓発等を行うなど、誰もがおいしく減
塩できる食環境づくりを推進する。

地域で

○適切な塩分濃度の体験を伴う
活動を実施

○食品に含まれる食塩相当量の
見える化
加工食品、多く食べがちな食品の

食塩の量の情報発信

○管理栄養士等派遣による食育等支援
活動で、塩分濃度の体験や食事の
適量に関する啓発

飲食店で
○適塩・適量を実践しやすい
環境づくり

「おいしいけど、健康のために
○○します」等
媒体配置等で、実践を後押し

新聞・メディアで
○毎月17日（減塩の日）～

19日（食育の日）
定期的な情報発信
関心を高める仕掛け、
簡単にできる手法の発信等

スーパーで
○おいしく適塩な惣菜等の
開発と販売

○ベジ・ファーストの実践を促す
環境づくり

事業所で
○食塩摂取量の実態把握
○給食の段階的な減塩、
従業員の
適塩＋適量教育

県民に
知ってほしいこと

①適切な塩分濃度
②食事の適量

県民の食環境

減塩推進ネットワーク会議で推進体制を整備

産官連携による食環境づくりを推進

ポイント

「おいしく減塩」
本県の豊かな発酵文化である
味噌・醤油等のうま味を活かし、

おいしく無理なく
適切な塩分濃度を知り・実践する



４ 減塩推進ネットワーク会議
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行動目標の例

事業内容

健康長寿の実現に向けては、行政や食環境に関わる事業者・関係団体が総ぐるみで県民の食塩摂取
量の減少を図る必要がある。
そのため、市町村・食品関連企業・関係団体等と減塩に関する会議を開催し、推進体制の強化を図

る。

減塩に対する行動目標

【参集者】
市町村、福島県食育応援企業団（スーパー、食品関連企業、報道機関等）、味噌醤油工業協同組合、

管理栄養士・栄養士養成施設、福島県食生活改善推進連絡協議会、福島県栄養士会、関係団体等
【内容】
食塩に関する健康課題の状況や、各機関の取組を共有・情報交換することでネットワークの強化を

図るとともに、連携した取組について検討する。
各機関が減塩に関する行動目標を設定し、その目標及び成果を発信していく。

ふくしま減塩推進ネットワーク会議

行動目標

行動目標

関係
機関

ふくしま減塩推進

ネットワーク会議

→行政説明２で

詳しく説明



５ 自然に健康になれる食環境づくりの推進

福島県食育応援企業団

スーパー
飲食店

養成施設・
ボランティア

等
県・市町村

味噌・醤油
工業組合

おいしく減塩＋ベジ推進キャンペーン

（２）スーパーにおける減塩＋ベジ推進モデル事業（１）減塩＋ベジ推進キャンペーン

関係団体等と連携した効果的な普及啓発活動を通して、
誰もがおいしく減塩＋野菜摂取できる食環境づくりを県民
総ぐるみで取り組む。

○スーパー・飲食店やメディアによる情報発信
○市町村・保健福祉事務所・関係団体による啓発活動

減塩＋野菜摂取を実
践する

県民の増加
適塩＋
野菜

減塩の効果
実践の仕方等

適正な量
食事バランス

新
聞
等

情
報
発
信

県内一斉キャンペーンの実施

①減塩商品の開発と、スローガン・ロゴマーク等に
よる啓発活動を併せて実施し、販売数量の変化等によ
る取組の検証を行う。

②ベジ・ファーストの実践を促す環境整備に取り組み、
野菜の販売数量の変化等による取組の検証を行う。

適正な量を食べ
やすい環境整備

ス
ー
パ
ー

飲
食
店

等

スローガン

検証

①減塩

②ベジ・ファースト

検証



【目的1】減塩や野菜摂取に関する普及啓発
【目的2】減塩や野菜摂取の効果検証

• 県民の意識・行動変容
• 事業者の減塩当商品の売上増加

スーパー･応援企業･食生活改善推進員等と連携した啓発活動の実施について（案）

2025年１月～２月の17日～19日を「ふくしま減塩＋ベジ３Days（仮称）」とし、県内各地のスーパーでキャ
ンペーンを展開する。
スーパーのエントランススペース・イベントスペース等を活用して、来店者（消費者）に福島県食育応援企
業団や食生活改善推進員等が減塩やベジ・ファーストに関する周知活動や血圧測定などを行い、減塩や野菜摂
取に関する普及啓発活動、および消費者の意識変容・購買変容効果検証を実施する。

県北

福島市

相双

いわき市

郡山市

県中

県南

会津

南会津


